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二
〇
一
一
年
春
闘
標
語

広
げ
よ
う
　
私
た
ち
の
運
動
を

職
場
の
中
へ
　
組
織
の
拡
大
へ
！

東
京
地
本
は
、
二
月
二
三
日
～
二
四
日
に
第

三
一
回
目
と
な
る
国
労
東
京
ス
キ
ー
大
会
を
湯
沢

パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
た
。

快
晴
の
好
天
の
な
か
、
一
三
時
か
ら
開
会
式

が
お
こ
な
わ
れ
、
石
上
委
員
長
と
国
労
東
京
ス
キ

ー
連
盟
関
口
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の

後
昨
年
総
合
優
勝
の
橘
川
選
手
（
東
神
奈
川
電
車

区
）
と
Ｏ
Ｂ
の
部
優
勝
の
柿
本
選
手
（
新
幹
線
・

車
両
所
Ｏ
Ｂ
）
か
ら
優
勝
杯
の
返
還
が
お
こ
な
わ

れ
、
最
後
に
渡
辺
三
郎
選
手
（
新
鶴
見
機
関
区
Ｏ

Ｂ
）
の
選
手
宣
誓
が
お
こ
な
わ
れ
、競
技
に
入
っ
た
。

一
日
目
は
前
走
・
後
走
も
含
め
三
一
人
で
回

転
競
技
が
行
わ
れ
、
途
中
ポ
ー
ル
の
セ
ッ
ト
位
置

を
変
え
、
二
回
の
タ
イ
ム
で
競
わ
れ
た
。

二
日
目
は
八
時
半
に
集
合
し
た
後
、
全
員
で
準

備
が
行
わ
れ
、
九
時
半
か
ら
大
回
転
競
技
に
入
っ

た
。
途
中
ポ
ー
ル
の
セ
ッ
ト
位
置
を
変
え
、
二
回

の
タ
イ
ム
で
競
わ
れ
、
大
回
転
競
技
の
順
位
、
お

よ
び
、
回
転
、
大
回
転
を
通
じ
た
総
合
順
位
が
決

定
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
昨
年
も
総
合
優
勝
の
橘
川
選

手
の
連
覇
と
な
り
、
準
優
勝
に
大
越
選
手
（
三
鷹

保
技
セ
）
が
入
っ
た
。

閉
会
式
お
よ
び
表
彰
式
は
一
二
時
か
ら
行
わ

れ
、
回
転
、
大
回
転
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク

ラ
ス
、
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ス
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
石
上

委
員
長
か
ら
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
、
そ

の
後
Ｏ
Ｂ
杯
と
総
合
優
勝
、
準
優
勝
、
三
位
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
今
年
の
大
会
が
終
了
し
た
。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
湯
沢
パ
ー

ク
ス
キ
ー
場
の
ス
タ
ッ
フ
、
各
地
区
本
部
・
支
部
、

お
よ
び
ス
キ
ー
連
盟
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

回
転
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　
　

内
田
享
一
（
池
袋
運
輸
区
Ｏ
Ｂ
）

準
優
勝　

有
賀　

修
（
池
袋
運
輸
区
Ｏ
Ｂ
）

第
三
位　

渡
辺
三
郎
（
新
鶴
見
機
関
区
Ｏ
Ｂ
）

回
転
・
Ａ
ク
ラ
ス

　

優
勝　
　

早
川
敏
行
（
東
京
工
事
事
務
所
）

　

準
優
勝　

斉
藤
広
美
（
根
岸
駅
）

　

第
三
位　

永
井
欣
也
（
東
京
第
一
車
両
所
）

回
転
・
Ｂ
ク
ラ
ス

　

優
勝　
　

橘
川
康
宏
（
東
神
奈
川
電
車
区
）

　

準
優
勝　

大
越　

進
（
三
鷹
保
線
技
術
セ
）

　

第
三
位　

舟
山　

博
（
新
宿
駅
）

大
回
転
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ス

　

優
勝　
　

渡
辺
三
郎
（
新
鶴
見
機
関
区
Ｏ
Ｂ
）

　

準
優
勝　

武
田
隆
孝
（
東
京
駅
Ｏ
Ｂ
）

　

第
三
位　

柿
本
岩
男
（
車
両
所
Ｏ
Ｂ
）

大
回
転
・
Ａ
ク
ラ
ス

　

優
勝　
　

斉
藤
広
美
（
根
岸
駅
）

　

準
優
勝　

早
川
敏
行
（
東
京
工
事
事
務
所
）

　

第
三
位　

堤　

信
一
（
立
川
運
転
区
）

大
回
転
・
Ｂ
ク
ラ
ス

　

優
勝　
　

橘
川
康
宏
（
東
神
奈
川
電
車
区
）

　

準
優
勝　

古
川
修
一
（
宇
都
宮
信
号
通
信
Ｍ
Ｃ
）

　

第
三
位　

大
越　

進
（
三
鷹
保
線
技
術
セ
）

総
合優

勝　
　

橘
川
康
宏
（
東
神
奈
川
電
車
区
）

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
二
月
六
・
七
日
に
か
ん

ぽ
の
宿
青
梅
に
て
、組
織
拡
大
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

一
三
時
に
田
中
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
続
い
て
小
山
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
地

本
松
川
書
記
長
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

各
職
場
か
ら
の
報
告
で
は
「
カ
ベ
を
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
。
若
い
社
員
と
の
交
流
は
多
い
が
、
個

人
で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
分
会
の
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
な
い
」。「
貨
物
は
三
島
貨
物
問
題
と
組

織
拡
大
の
二
つ
が
あ
る
。
な
か
な
か
カ
ベ
を
越
え

ら
れ
な
い
。
取
り
組
み
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

が
、
続
い
て
も
い
る
」。「
新
入
社
員
配
属
日
に
、

出
勤
時
間
を
ず
ら
さ
れ
た
り
し
て
、
う
ま
く
い
か

な
い
。
小
集
団
・
提
案
・
増
収
な
ど
若
い
人
は
あ

た
り
ま
え
で
、
こ
ち
ら
か
ら
歩
み
寄
ら
な
い
と
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
国
労
に
加
入
し
た
三
人
の
青
年
た
ち

か
ら
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
一
昨
年
国
労
加
入
し

た
二
八
歳
の
仲
間
か
ら
は
「
国
労
に
加
入
し
て
仕

事
上
差
別
さ
れ
る
事
は
な
い
。
自
分
自
身
も
他
労

組
の
若
い
人
に
対
し
て
、
非
番
で
食
事
に
誘
っ
た

り
、
仕
事
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
拡
大
に

向
け
た
関
わ
り
を
始
め
て
い
る
」
な
ど
の
話
が
さ

れ
た
。
続
い
て
熊
田
組
織
部
長
に
よ
る
提
起
が
さ

れ
、
そ
の
後
、
六
つ
に
分
か
れ
て
の
分
散
交
流
会

に
入
り
、
更
に
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
続
い
た
。

　

一
八
時
半
か
ら
会
食
を
兼
ね
て
全
体
交
流
が
お

こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
各
部
屋
で
盛
大
な
交
流
が
続

い
た
。

　

翌
日
は
、
井
上
副
委
員
長
の
司
会
で
、
ま
ず
武

蔵
小
金
井
駅
連
分
会
宮
下
分
会
長
か
ら
報
告
が
さ

れ
「
ま
ず
自
分
が
職
場
で
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
親
の
背
中
を
見
て
子
は
育
つ
、
と
言
う
が

先
輩
が
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
で
き
な
け
れ
ば
国
労

っ
て
い
い
な
と
は
思
え
な
い
」
な
ど
の
報
告
が
さ

れ
た
。
続
い
て
地
本
宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
と
甲
府

支
部
久
保
田
書
記
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
前
日
行

な
わ
れ
た
分
散
会
報
告
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
横
森
書
記
長
の
ま
と
め
で
は
「
私
た
ち

の
要
求
を
通
す
た
め
に
も
組
織
拡
大
が
必
要
。
国

労
の
良
さ
に
自
信
と
確
信
を
持
と
う
」
な
ど
話
さ

れ
、
最
後
に
小
山
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

組
織
強
化
・
拡
大
を
誓
い
合
っ
た
。

　

準
優
勝　

大
越　

進
（
三
鷹
保
線
技
術
セ
）

　

第
三
位　

舟
山　

博
（
新
宿
駅
）

Ｏ
Ｂ
杯

渡
辺
三
郎
（
新
鶴
見
機
関
区
Ｏ
Ｂ
）

第
31
回 
国
労
東
京
ス
キ
ー
大
会

in
越
後
湯
沢組

対
交
流
会
開
催

八
王
子
地区
本部
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二
月
一
九
日
、
東
京
地
本
は
貨
物
分
会
交
流
会

を
開
催
し
た
。

　

中
澤
執
行
委
員
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
石
上

委
員
長
か
ら
主
催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
交
通
基

本
法
や
三
島
貨
物
問
題
を
中
心
に
報
告
が
さ
れ

た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
関
東
貨
物
協
吉
田
事

務
長
か
ら
賃
金
問
題
、
ダ
イ
ヤ
改
正
で
の
要
員
合

理
化
、
組
織
強
化
拡
大
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

地
本
松
川
書
記
長
か
ら
の
提
起
で
は
、
組
織
強

化
・
拡
大
を
中
心
に
東
京
地
本
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
起
が
さ
れ
、
続
い
て
東
貨
協
榎
戸
事
務
長

か
ら
、
技
術
継
承
、
要
員
不
足
、
春
闘
、
組
織
拡

大
な
ど
に
つ
い
て
提
起
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
全
体
交
流
が
行
わ
れ
、各
分
会
か
ら「
技

術
継
承
が
さ
れ
て
い
な
い
」「
構
内
の
保
線
が
さ

れ
て
い
な
い
」「
事
故
が
多
発
」「
ギ
リ
ギ
リ
に
予

算
が
下
り
て
き
て
、
年
度
内
に
工
事
が
終
わ
ら
な

い
」「
雪
害
の
列
車
遅
れ
で
四
時
間
働
き
っ
ぱ
な

し
。
二
八
〇
〇
分
遅
れ
た
列
車
も
」「
若
い
人
が

組
合
に
興
味
が
無
く
、
国
労
を
理
解
し
て
も
ら
う

の
が
難
し
い
」「
職
場
が
貨
物
労
の
牙
城
で
、
国

労
の
Ａ
４
の
掲
示
板
す
ら
作
ら
せ
な
い
」「
組
合

員
か
ら
要
求
集
約
し
た
が
、
会
社
へ
の
要
求
化
が

さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
て
東
貨
協
と
地
本
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
が
さ
れ
、
中
澤
執
行
委
員
に
よ

る
閉
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
因
泥
東
日
本
青
年
部
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
貨
物
職
場
で
の
組
織
拡

大
を
誓
い
合
っ
た
。

　

国
労
東
京
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
、
豊
田
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会
で
す
。

　

分
会
は
エ
ル
ダ
―
組
合
員
を
含
め
三
四
名
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
身
の
豊
田
電
車
区
は

一
九
六
六
年
一
一
月
に
開
設
さ
れ
、
乗
務
員
基
地

の
再
編
で
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
車
両
セ
ン
タ
ー

と
し
て
発
足
し
、
武
蔵
小
金
井
電
車
区
と
拝
島
運

転
区
を
吸
収
し
武
蔵
小
金
井
・
立
川
・
高
尾
・
拝

島
・
青
梅
の
各
派
出
と
本
区
と
で
六
職
場
で
構

成
さ
れ
、
本
区
で
は
Ｅ
二
三
三
系
の
機
能
保
全
・

一
一
五
系
等
の
交
番
検
査
・
仕
業
検
査
や
車
両
の

誘
導
業
務
、
各
派
出
で
は
車
輪
転
削
を
は
じ
め
仕

業
検
査
・
駅
構
内
の
入
換
え
作
業
や
本
線
で
の
臨

時
作
業
等
の
多
種
多
様
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

分
会
と
し
て
も
月
一
回
の
執
行
委
員
会
の
開
催

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
全
員
が
出
席
で
き
る

日
が
一
、二
度
と
定
例
化
も
難
し
い
状
態
で
す
、

ま
た
全
体
集
会
も
同
様
に
開
催
で
き
ず
、
上
部
機

関
の
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
等
は
各
派
出
に
郵
送
で
対

応
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
、
ま
た
文
化
・
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
は
花
見
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催

し
、Ｏ
Ｂ
等
に
も
声
を
か
け
て
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
一
〇
月
に
提
案
さ
れ
た
「
グ
ル
ー
プ

会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推

進
」
は
若
年
出
向
が
避
け
ら
れ
ず
「
偽
装
請
負
」

や
「
技
術
断
層
」
の
問
題
な
ど
が
曖
昧
な
ま
ま
の

提
案
で
あ
り
、
要
員
削
減
だ
け
で
安
全
安
定
輸
送

は
二
の
次
の
施
策
で
す
。
分
会
と
し
て
も
関
係
機

関
と
連
携
し
安
全
安
定
輸
送
の
確
保
、
労
働
条
件

の
向
上
を
め
ざ
し
職
場
か
ら
問
題
点
を
さ
が
し
、

具
体
的
な
闘
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
こ
の
職
場
で
も
同
じ
よ
う
に
平
成
採

用
者
が
過
半
数
近
く
を
占
め
、
技
術
・
技
能
の
継

承
と
安
全
へ
の
問
題
意
識
の
教
育
が
今
後
の
課
題

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

組
織
問
題
で
は
、
組
合
員
の
平
均
年
齢
が
五
四

歳
を
超
え
る
な
か
で
、
組
織
拡
大
は
大
変
に
難
し

い
問
題
で
す
が
、
日
常
的
に
会
話
に
取
り
組
み
、

仕
事
の
面
で
も
技
術
・
技
能
の
継
承
と
い
う
大
げ

さ
な
事
で
な
く
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
若
い
人
た

ち
に
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
い
、
ま
た
そ
の
中
か
ら

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
組
織
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
月
一
〇
日
、
国
労
北
海
道
本
部
は
組
合
員

七
〇
人
が
署
名
し
た
檄
布
を
北
海
道
教
職
員
組
合

に
届
け
た
。
東
京
地
本
も
連
帯
の
た
め
に
、
一
月

の
旗
開
き
の
際
に
檄
布
を
二
枚
作
成
。
北
海
道
本

部
を
経
由
し
て
同
時
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
檄
布
は
北
教
組
が
先
の
衆
議
院
選
挙
で

政
治
資
金
規
正
法
違
反
問
題
を
お
こ
し
た
事
を

利
用
し
て
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
「
密
告
」

を
利
用
し

た
「
通
報
制

度
」
で
組
織

破
壊
攻
撃
を

行
っ
て
お

り
、
こ
れ
に

抗
し
て
闘
い

続
け
て
い
る

北
教
組
に
、

支
援
・
連
帯

の
思
い
を
込

め
て
贈
っ
た

も
の
。

地本
全分会長会議

3      
19    

南部労政会館
（大崎）14：00～

貨物総行動
明治公園

11:00 ～
旅客組合員の参加も

お願いします

３・１４
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連載企画
分会紹介

豊
田
車
両

セ
ン
タ
ー
分会

貨
物
分
会
交
流
会

2      
19    

北
教
組
へ檄
布

北
教
組
へ檄
布

盛大に開催された退職組合員の送別会
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